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■�子どもたちに豊かな学びを保障するために、教職員定数改善と教育予
算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書（抜粋）
　少人数学級の必要性は、中学校においても変わりなく、小学校に留
まることなく実施を進めていく必要がある。さらに、きめ細やかな指
導を行うために、今後は30人学級の実現と、それに伴う教職員定数の
改善が不可欠である。また、多様な子どもたちに向き合うためには、
多様な学びの場が必要である。
　子どもたちへのきめ細やかな指導と、心の安定に資するためにも、
スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、校内教育支援
センターの支援員等の配置拡充が必要である。
　よって、次の事項について配慮されるよう、強く要望する。
１.�　まず、小学校の35人学級を進め、中学校でも35人学級を早急に
実施する等、計画的な教職員定数改善を図ること。また、30人学
級の実現に向けて検討すること。

２.�　喫緊の教育課題である不登校やいじめ等に対して、子どもたち
が安心して学ぶ環境を整えるため、スクールカウンセラー等の配
置拡充を図ること。

３.�　義務教育の根幹である機会均等と水準の維持向上をはかるため、
地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を２
分の１に復元すること。

　議員から、次の意見書が提案され、全員
異議なく可決しました。ホームページには
全文を掲載しています。
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意見書

総
括

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
13
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
本
市
の
救
急
出
場
に
お
け

る
所
要
時
間
は
、
入
電
か
ら
現

場
に
到
着
す
る
時
間
だ
け
で
な

く
、
入
電
か
ら
病
院
に
到
着
す

る
時
間
も
県
平
均
よ
り
断
然
早

く
、
本
市
の
魅
力
の
一
つ
だ
と

感
じ
て
い
る
が
、
年
々
到
着
時

間
が
遅
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
、
出
場
件
数
の
増
加
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
出
場

件
数
減
少
に
向
け
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長
　
医
療
機
関
へ
の
ポ
ス

タ
ー
配
布
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
の
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い

て
広
報
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
齢
者
施
設
か
ら
の
救
急
搬
送

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課
と
連
携
し
て
検
討
会
な

ど
を
開
い
て
い
る
。
今
後
夏
に

向
け
て
熱
中
症
の
救
急
搬
送
が

増
加
す
る
た
め
、
大
型
商
業
施

設
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
使
用
し
た
熱
中
症
予
防
の

普
及
啓
発
や
、
本
年
か
ら
平
塚

駅
の
改
札
口
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や

ホ
ー
ム
案
内
掲
示
板
で
熱
中
症

予
防
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
行

い
、
救
急
搬
送
件
数
の
抑
制
に

つ
な
げ
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
の
最
新
の
デ
ー

タ
で
は
、
全
出
場
件
数
の
61

パ
ー
セ
ン
ト
が
高
齢
者
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
軽
症
案
件
が

45
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
で
病
院
ま

で
の
交
通
手
段
と
し
て
救
急
車

を
呼
ぶ
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

本
市
の
高
齢
者
の
ピ
ー
ク
予
想

は
２
０
４
０
年
で
あ
り
、
今
後

も
出
場
件
数
は
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
る
。
質
の
高
い
救
急
業

務
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
救

急
業
務
を
ひ
っ
迫
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
救
急
車

を
呼
ぶ
か
否
か
の
判
断
が
つ
か

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
福
祉

の
分
野
で
も
力
を
入
れ
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
福
祉
部
の

見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
高
齢
者
施
設
か
ら

深
夜
帯
に
救
急
搬
送
さ
れ
た

が
、
施
設
か
ら
の
同
行
が
な

く
、
病
歴
が
分
か
ら
ず
、
現
場

の
医
師
が
対
応
に
苦
心
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

病
院
や
施
設
関
係
者
、
救
急
な

ど
が
集
ま
る
検
討
会
議
を
設

け
、
問
題
の
課
題
解
決
に
向
け

た
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

問
　
マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
期

清
風
ク
ラ
ブ

「
夢
あ
る
未
来
」
平
塚
を
創
る

片
倉�

章
博�

議
員

間
中
の
６
月
12
日
時
点
の
出
場

件
数
は
８
８
５
件
で
あ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
と

ひ
も
付
き
、
情
報
閲
覧
数
が
上

が
る
こ
と
で
、
業
務
効
率
が
上

が
り
、
救
急
搬
送
業
務
の
質
の

向
上
や
維
持
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

消
防
長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
正
確
な
通
院
歴
や
処
方
薬

を
救
急
隊
が
把
握
し
、
病
院
へ

伝
え
る
こ
と
で
、
病
院
側
も
準

備
が
で
き
る
た
め
、
救
急
隊
か

ら
も
効
果
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
携
行
し
て
い
な
い
人
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
さ

れ
る
が
機
械
に
通
す
と
保
険
証

と
ひ
も
付
い
て
い
な
い
人
が
い

る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
活
用
が
進
め
ば
よ
り
質
の

高
い
救
急
業
務
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。

問
　
病
院
で
の
利
用
率
向
上
に

向
け
た
庁
内
横
断
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

消
防
長
　
全
国
で
一
番
は
じ
め

に
本
市
が
実
証
事
業
を
開
始
し

た
。
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
を
総
務

省
に
報
告
を
し
て
、
よ
り
良
い

救
急
業
務
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
少
子
化

対
策
・
待
機
児
童
対
策
　
第
２

次
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
　

災
害
対
策
　
避
難
所
運
営
　
自

転
車
事
故
防
止
に
向
け
て
　
湘

南
海
岸
公
園
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン

整
備
・
管
理
運
営
事
業
　
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
開
業
　
神
奈

川
大
学
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン

パ
ス
跡
地
利
活
用

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業

数
田�
俊
樹�

議
員

平
塚
駅
周
辺
地
区 

将

来

構

想

問
　
支
援
策
の
検
討
内
容
を
伺

う
。

都
市
整
備
部
長　
概
ね
Ｊ
Ｒ
東

海
道
線
の
北
側
で
、
フ
ェ
ス
タ

ロ
ー
ド
や
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル

な
ど
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
に
積

極
的
な
都
市
機
能
の
集
積
を
誘

導
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
エ
リ
ア
を
中
心
に
市
街
地
再

開
発
な
ど
に
よ
り
、
商
業
施
設

を
含
め
た
構
想
の
実
現
に
貢
献

す
る
内
容
の
整
備
を
行
う
場
合

の
補
助
金
の
新
設
や
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
。

問
　
法
定
再
開
発
の
エ
リ
ア
を

示
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
平
成
28
年
11

月
に
県
が
示
し
た
平
塚
都
市
計

画
都
市
再
開
発
の
方
針
に
西
口

エ
リ
ア
は
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
基
本
に
な
る
と
考
え
る
。

問
　
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗

数
と
誘
導
の
成
果
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
本
年
５
月
に

実
施
し
た
目
視
に
よ
る
中
心
商

店
街
の
空
き
店
舗
調
査
で
は
、

明
石
町
と
紅
谷
町
で
空
き
店
舗

と
な
っ
て
い
る
物
件
数
は
、
57

件
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
ピ
ー
ク
時
の
１
０
６
件
と
比

べ
る
と
大
き
く
減
少
し
て
お

り
、
店
舗
賃
借
料
や
改
装
費
の

補
助
に
よ
る
一
定
の
誘
導
効
果

は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問
　
税
制
優
遇
や
補
助
事
業
を

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
明
記
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

都
市
整
備
部
長
　
税
負
担
の
公

平
性
に
つ
い
て
少
し
課
題
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
都
市
機
能

の
誘
導
と
し
て
、
補
助
金
が
適

切
と
考
え
て
い
る
。

問
　
優
良
建
築
に
関
し
て
、
設

計
や
解
体
な
ど
に
補
助
金
を
出

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
面
積
要
件
な

ど
も
含
め
庁
内
で
検
討
し
、
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
　
駅
西
口
の
法
定
再
開
発
に

指
定
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
官

主
導
で
再
開
発
を
考
え
る
べ
き

だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
都
市
機
能
が

集
積
し
た
開
発
を
し
て
い
く
こ

と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。

問
　
西
口
の
市
有
地
に
つ
い
て

は
、
中
心
街
の
活
性
化
を
促
進

す
る
基
準
と
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

副
市
長
　
西
口
の
再
開
発
に
つ

い
て
は
、
十
分
そ
の
重
要
性
は

認
識
を
し
て
お
り
、
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
く
。

問
　
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地

を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
に
し
っ

か
り
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

副
市
長
　
庁
内
全
体
で
重
要
課

題
と
し
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

今
後
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
今
年
度
の
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

マ
ネ
ー
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

に
つ
い
て
実
施
予
定
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
今
年
度
、
地

域
共
創
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
昨
年
度

繰
り
越
し
た
交
付
金
を
使
っ
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
今
年
度
時

期
を
見
計
ら
っ
て
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

地
区
公
民
館
の
あ
り
方

問
　
地
区
公
民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
す
る
こ
と
へ

の
見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
地
域
ニ
ー
ズ

や
公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿
、
役

割
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問
　
全
て
の
地
区
公
民
館
に
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
対
応

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
導
入
す

る
こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
市
民
に
寄
り

添
う
対
応
の
あ
り
方
や
市
民

ニ
ー
ズ
な
ど
を
含
め
て
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

過去に発行した議会だより

　市議会ホームページでは、こ
れまで発行したひら
つか議会だよりをご
覧いただけます。


